
平成１８年２月１４日

阪神・淡路大震災復興フォローアッププロジェクトの推進
震災から11年を経過した被災地の残された課題である「高齢者の自立支援」と「まちの

にぎわいづくり」への的確かつ効果的な対応を図るため、復興フォローアップ委員会から
の提言等を踏まえ 「高齢者自立支援プログラム２００６ 「まちのにぎわいづくり推進、 」、
プログラム２００６」を策定した。平成18年度においては、このプログラムに基づき、重
点的な施策展開を推進する。
また、県民一人ひとりが大震災を忘れず、安全・安心な共生社会づくりを進めるための

「１．１７は忘れない」取り組みについては、ひょうご安全の日推進県民会議が「ひょう
ご安全の日推進プログラム２００６」を策定し、県、市町、団体等による幅広い取り組み
を推進する。

【平成18年度当初予算：全体100事業、19,209,484千円】

１．高齢者自立支援プログラム２００６
～高齢者の“安心・元気”につながる自立支援のしくみの構築～復

【57事業、4,796,850千円】
興

高齢者が安心して暮らせるしくみづくり
○高齢者の見守り体制の構築ときめ細かな生活支援フ
○高齢者を包み込むコミュニティづくり
○高齢者に優しい環境づくりォ

高齢者の元気づくり
○高齢者の健康づくりロ
○高齢者に対する学びの場の提供
○高齢者の社会参加の促進｜

ア ２．まちのにぎわいづくり推進プログラム２００６
～まちの“元気創出・資源活用・再生促進”によるにぎわいづくり～

ッ 【43事業、14,412,634千円】

プ “まちの元気”の創出
○地域の主体的な発意によるまちのにぎわい創出事業の推進
○まちづくり協議会等によるまちのにぎわい創出プ
○やる気のある商店街によるまちのにぎわい創出
○地域団体やＮＰＯ等によるまちのにぎわい創出ロ
○子どもたちや学生との協働によるまちのにぎわい創出

ジ “まちの資源”の活用
○地域の文化を活かしたまちのにぎわいづくり
○地域の景観や空き地等を活用したまちのにぎわいづくりェ
○ツーリズムによる地域の集客・まちのにぎわいづくり

ク “まちの再生”の促進
○復興市街地整備事業の早期完成
○復興市街地における住宅再建や商業機能の再生ト

３．ひょうご安全の日推進プログラム２００６( )ひょうご安全の日推進県民会議で策定予定


